
ブランドマークづくりについて

「まちのデザイン会議」では、まずはじめにブランド

マークづくりに取り組みます。みなさんもご存知の

市章を「家紋」、市民憲章を「家訓」として例えると、

ブランドマークは「門構え（どんな雰囲気の家族にし

たいか）」になります。ブランドマークは「10年後のまち

の印象」を考えていくものです。

そしてブランドとは「区別するもの」、つくる立場から

みると「区別してもらうためのもの」です。区別して

いくためには「室蘭らしさ」が大切になります。もう一

つ大切なことは、デザインには意思があるということ

です。10年後の将来像「室蘭が好き。みんなで創る、

住み続けたいまち」を目指すためにどのような意思

を込めるかも考えます。市民のみなさんから集めた

「室蘭らしさ」と「意思」をブランドマークの材料とし、

組み合わせてマークをつくっていきます。

「まちのデザイン会議」とは？

「新しいまちのイメージ」を発信するために、「まちの

デザイン会議」で取り組むことは大きく3つあります。

これらを話し合う幅広い世代の市民で組織する会議

体が「まちのデザイン会議」です。参加されるみなさん

の意見を聞きながら制作を進めていきます。「新しい

まちのイメージ」をみんなで伝えていこう、という取り

組みのはじめの一歩です。昨年度から室蘭市では

新たな総合計画がスタートしました。10年後に目指

す将来像を「室蘭が好き。みんなで創る、住み続け

たいまち」とし、室蘭で何かしたいと思っている方が

たくさんいることをメッセージとして計画に入れてい

ます。「まちづくり」と聞くと難しい印象がありますが、

まちづくりのスタートは「室蘭について知ること」です。

室蘭を好きと思って、誰かに伝えていくこと自体が

まちづくり。これからの室蘭について一緒に考えてい

ければと思います。

令和4年に迎える室蘭市開港150年・市制施行100年。この記念の年を

きっかけに、室蘭を見つめ直して、未来に向けて「新しいまちのイメージ」

を発信する事業がはじまります。初回オリエンテーションでは、事業の発端

となる総合計画とブランドマークづくりについての説明を行いました。

室蘭ブランドタイムズ

「まちのデザイン会議」オリエンテーションを開催しました。

1　ブランドマークづくり

2　カントリーサインづくり

3　LINEスタンプづくり
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室蘭ブランドタイムズとは、新しいまちのイメージ発信=室蘭のブランド化に向けて取り組む「まちのデザイン会議」の
進捗状況を共有する定期レポートです。会議の進捗とともに、室蘭ブランドタイムズの紙面デザインも発展していきます。






